
１　結果
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教：A
生：A
保：A

教：A
生：A
保：A

教：A
生：A
保：A

・生徒が自らの
安全、健康を守
るために必要な
判断や行動を主
体的にできるよ
う支援する。
（健康安全部）

⑦

・学校は、生徒が自分を
守るため、主体的に判断
して行動につながる場面
を設定し、どうすべきか
を考える機会を作ってい
る。
（ａ＋ｂ　89％）

・先生は、生徒が自分を
守るため、主体的に判断
して行動につながる場面
を設定したり、どうすべ
きかを考える機会を作
り、情報提供や指導を
行っている。
（ａ＋ｂ　88％）

・本校では、生徒が自分
を守るために、主体的に
判断して行動につなげる
ための、情報提供を行っ
ている。
（ａ＋ｂ　99％）

・社会自立学習
を通して、自立
した生活に向け
た課題を明確に
し、家庭と連携
しながら身につ
けることができ
るようにする。
（学部・学年）

⑥

・学校は、生徒が自分を
守るため、主体的に判断
して行動につながる場面
を設定し、どうすべきか
を考える機会を作ってい
る。
（ａ＋ｂ　96％）

・先生は、社会自立
チェック表やしおりを活
用して、目標を明確に
し、達成できるように具
体的方策をアドバイスし
ている。
（ａ＋ｂ　83％）

・本校では、社会自立
チェック表を活用し、保
護者と課題や目標を共有
し、指導方法等共通理解
を図っている。

（ａ＋ｂ　95％）

・本校では、学校行事や
委員会活動、部活動にお
いて生徒が目的意識を持
ち、主体的に取り組める
ように適切に支援をして
いる。
（ａ＋ｂ　91％）

教：A
生：A
保：A
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・公共の場や携
帯電話利用のマ
ナーについて考
え、自ら正しい
判断や行動がで
きるよう指導す
る。
（生徒指導部）

④

・学校は、公共の場のマ
ナーや携帯電話利用（情
報モラル）について自ら
考え、判断できるよう指
導している。
（ａ＋ｂ　91％）

・先生は、公共の場のマ
ナーについてや情報モラ
ルについて自ら考える場
を設定している。
（ａ＋ｂ　90％）

・本校では、正しい判断
や行動について自ら考え
られるような学習設定や
ホームページ等で指導し
ている。
（ａ＋ｂ　89％）

・生徒同士が良
好な関係を保ち
学校生活を送れ
るよう支援方法
等の工夫を図
る。
（生徒指導部）

⑤

・学校は、生徒同士が良
好な関係を築けるよう支
援している。
（ａ＋ｂ　93％）

・先生は、友達との関係
が良くなるよう支援して
くれている。
（ａ＋ｂ　80％）

・本校では、生徒の相談
に対して自信が持てたり
安心感が得られるような
支援をしている。
（ａ＋ｂ　98％）

教：A
生：A
保：A

・本校では、教科会や授
業見学を生かし、生徒が
主体的に取り組める授業
を実践している。
（ａ＋ｂ　92％）

・職業コースに
おける系統的に
学ぶ指導内容の
整備を行う。
（職業コース）

②

・学校は、働き続けるた
めに必要な力を身に付け
られるように授業を行っ
ている。

（ａ＋ｂ　95％）

・先生は、専門教科の授
業の中で、働き続けるた
めに必要な態度や技術を
教えている

（ａ＋ｂ　95％）

・本校では、専門教科の
校内と就業体験活動等の
授業を通して、職業コー
ス指導方針の重点項目を
意識した授業作りを進め
ている。
（ａ＋ｂ　96％）

教：A
生：A
保：A
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・生徒の自己実
現に向けた主体
的に学ぶ授業の
改善・工夫を図
る。
（学習指導部）

①

・学校は、生徒が主体的
に取り組む場面を設定
し、分かる授業を行って
いる。
（ａ＋ｂ　93％）

・先生は、自己選択・自
己決定をできる場面を設
定し、主体的に取り組め
るように工夫して授業を
行っている。
（ａ＋ｂ　91％）

・学校行事や委
員会活動、部活
動等で生徒が主
体的に取り組
み、生徒がお互
いの良さを尊重
しつつ協働して
活動できるよう
にする。
（特別活動部）

③

・学校は、学校行事や委
員会活動、部活動におい
て、生徒一人一人が主体
的に活動できるよう、個
に応じて適切に支援をし
ている。
（ａ＋ｂ　93％）

・先生は、学校行事や委
員会活動、部活動におい
て生徒の意見をよく聞
き、主体的に取り組める
ようにアドバイスしてい
る。
（ａ＋ｂ　80％）

令和６年度　学校評価

評価基準について　　Ａ～Ｄの４段階評価とする。自己評価の結果（ａ＋ｂの割合）で評価する。
   　　　　　　　　　　　　　 Ａ：達成した（８割以上）　　　　　　Ｂ：ある程度達成した（６割以上）
　　　　　　　　　　　　　　  Ｃ：達成が不十分だった（４割以上）  Ｄ：達成できなかった（４割未満）

重点目標 具体的な取組目標 項目
アンケート結果 自己評価結果

（教職員）
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・本校の就労支
援や働き続ける
ために必要な力
の育成につい
て、情報発信を
行う。
（就労支援部）

⑪

・学校は、生徒が働き続
けるために必要な力や就
労支援の情報について分
かりやすく伝えている。
（ａ＋ｂ　94％）

・先生は、生徒が就労す
るために必要な力につい
て、分かりやすく伝えて
いる。
（ａ＋ｂ　91％）

・私たちは、教育活動に
ついて、ホームページや
広報紙、たより等で、地
域社会へ分かりやすく発
信している。
（ａ＋ｂ　96％）

教：A
生：A
保：A

教：A
生：B
保：A

・本校では、ホームペー
ジの作成に生徒も関わる
ことで自校のホームペー
ジとして意識できる取り

組みを行っている。

（ａ＋ｂ　80％）

・中学校や地域
社会に向けて、
学校の様子を分
かりやすく発信
する。
（教務部）

⑩

・学校は、中学校や地域
と連携して学校の様子を
知らせる機会を積極的に
設定している。
（ａ＋ｂ　82％）

・本校では、中学校や地
域に対し、学校について
知ってもらうように努力
している。
（ａ＋ｂ　96％）

教：A
生：A
保：A

自己評価
（教職員）

評価
a＋ｂ保護者対象アンケート 生徒対象アンケート
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・本校の様々な
取り組みについ
ての理解を深め
るための効果的
な情報発信を行
う。
（情報部）

⑧

・学校は、定期的に記事
の作成や更新を行うこと
で分かりやすい情報発信
を行っている。

（ａ＋ｂ　93％）

・先生は、必要に応じて
学校ホームページの閲覧
をすすめたり、記事等を
作成する際にアドバイス
したりしている。
（ａ＋ｂ　57％）

教：A
生：C
保：A

・地域社会に向
けて、ＰＴＡ活
動や同窓会、地
域支援等の情報
を分かりやすく
発信する。
（渉外部）

⑨

・学校は、ＰＴＡ活動や
同窓会活動、地域支援活
動等をホームページで分
かりやすく発信してい
る。

（ａ＋ｂ　91％）

・先生は、保護者の活動
や同窓会の活動、各専門
分野で地域と連携してい
る活動などの様子をホー
ムページや広報誌「青
葉」で紹介している。
（ａ＋ｂ　61％）

・本校では、ＰＴＡ活動
や同窓会活動、各専門分
野で地域と連携している
活動をホームページで発
信している。

（ａ＋ｂ　98％）

 

重点目標 具体的な取組目標 項目
アンケート結果
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令和６年度重点目標に対する今後の主な取り組み 

１ 主体的に学ぶ授業の工夫・改善 

・主体性を正しくとらえ、主体的な取り組みの授業が実践できるような研究や教材の工夫を行って

いきます。 

・専門教科において継続性、連続性のある指導を行い、さらに校内・校外での連携を深め、生徒が

学習に主体的に取り組めるような機会を増やしていきます。達成感を得られるような取り組みを行

っていきます。 

・生徒会活動の充実を図り、生徒が主体的に活動できる機会を積極的に設けます。 

２ 自分で考え判断しながら、よりよく生活しようとする力の育成と家庭との連携 

・授業や普段の学校生活の中で生徒自身が公共のマナー等を意識し考える機会を増やす。 

・生徒の良好な関係を保つために、生徒の実態や関係性を教員間で共通理解し支援していきます。 

・社会自立学習において、生徒自身が卒業後の「自立した生活」のために自ら課題を発見し、改善

を図れるような取り組みを強化し、家庭との連携を図っていきます。 

・生徒が自らを守れるような情報の提供や安全への意識向上を図ります。 

３ 働き続ける力の育成に向けた教育活動の発信 

・生徒に有益な情報を積極的に学校ホームページに掲載したり、授業等で活用したりするととも

に、あらゆる媒体(SNS や校内掲示等)で学校の教育活動を発信していきます。 

・地域や中学校など多くの方に学校の魅力を発信するために学校配布のプリントに QR コードを添

付したり、SNS を利用したりしていきます。 

・働き続けるために必要な力をあらゆる機会を使って生徒、保護者に伝えるとともに、事業者に対

して学校での就労に関する取り組みを積極的に発信していきます。 

 


